
家賃等
不要

１万円
未満

１～２
万円

２～４
万円

４～６
万円

６～８
万円

８～10
万円

10万円
以上

無回答

１００万円未満(100) 23.0% 6.0% 8.0% 7.0% 4 .0% 18 .0% 14 .0% 16 .0% 4.0%

１００～２００万円(151) 26.5% 4.0% 4.6% 11.3% 8 .6% 19 .9% 14 .6% 9 .3% 1.3%

２００～３００万円(171) 21.1% 0.6% 5.8% 8.2% 9 .9% 18 .1% 19 .9% 15 .2% 1.2%

３００～４００万円(126) 23.0% 0.0% 0.8% 9.5% 7.1% 13 .5% 23 .8% 22 .2% 0.0%

４００～６００万円(86) 25.6% 0.0% 1.2% 1.2% 8.1% 10.5% 24.4% 29.1% 0.0%

６００～８００万円(23) 30.4% 0.0% 0.0% 8.7% 4.3% 13.0% 8.7% 34.8% 0.0%
８００万円以上(14) 28.6% 0.0% 0.0% 7.1% 7.1% 0.0% 7.1% 50.0% 0.0%

ひとり親世帯の家賃・住宅ローン負担（所得階層別）2022年調査

※２０２２年荒川区ひとり親家庭アンケート　児童育成手当受給対象者１４５６件　回答６９７件

※家賃目安　所得の３０％
　100万円＝2.5万円、200万円＝5万円、300万円=7.5万円、400万円＝10万円

№８８３ ２０２３年１２月１０日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所

荒川区町屋５－３－５

℡&fax ３８９５－０５０４

荒
川
区
は
、
２
０
１
６
年
、

２
０
１
９
年
に
続
い
て
、
２
０

２
２
年
に
ひ
と
り
親
家
庭
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

世
帯
の
収
入
で
は
４
０
０
万

円
以
下
が
８
割
近
く
で
、
前
回

調
査
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。

住
ま
い
の
状
況
で
は
民
間
賃

貸
住
宅
が
約
４
割
、
都
営
・
区

営
な
ど
公
営
住
宅
は
１
割
程
度

で
、
家
賃
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
支

払
い
が
10
万
円
以
上
、
８
万
か

ら
10
万
円
を
合
わ
せ
る
と
36
％

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
ま
い
に
対
す
る
不
満
は
部

屋
が
狭
い
、
引
っ
越
し
た
い
が

お
金
が
な
い
・
設
備
が
悪
い
・

家
賃
が
高
い
な
ど
を
上
げ
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
家
賃
は
、
手

取
り
の
３
割
が
上
限
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
上
回

る
場
合
も
多
く
（
上
表
太
黒
枠

内
）
家
計
の
中
で
最
大
の
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
住
宅

環
境
は
、
子
ど
も
の
成
長
も
影

響
す
る
と
と
も
に
、
大
き
な
負

担
に
よ
っ
て
教
育
や
暮
ら
し
の

格
差
に
つ
な
が
る
問
題
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
都
営
住
宅

入
居
基
準
で
抽
選
な
ど
で
当
た

ら
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し

て
、
そ
の
差
額
家
賃
補
助
を
提

案
し
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

も
実
施
の
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

定例法律相談
１月９日（火）
（正月のため変更）

１８時～２０時

横山区議事務所

町
屋
４
‐
23
に
あ
る
一
角
の

用
地
を
区
が
買
い
取
り
、
防
災

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
し
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
鋭
角
な
四
差

路
で
見
通
し
も
悪
か
っ
た
の
で

す
が
、
空
間
も
広
が
り
一
定
安

全
も
確
保
さ
れ
そ
う
で
す
。
も

う
少
し
道
路
部
分
を
配
慮
し
て

も
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
防

災
ス
ポ
ッ
ト
に
す
る
と
不
燃
化

特
区
・
密
集
整
備
事
業
で
都
な

ど
か
ら
お
金
が
出
る
そ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
防
災
ま
ち
づ

く
り
は
区
政
最
大
の
課
題
で
あ

り
、
予
算
上
も
最
優
先
に
す
べ

き
で
す
。

横
山
幸
次

12月4日、福祉・区民生活委員会で、第9期高齢者プラ

ン（素案）と障がい者総合プラン（素案）の集中審議が

行われました。いずれも来年度から３年間の区の計画を

決める大事な内容です。区民の声を聞くパブリックコメ

ントは、12月25日まで実施されています。（詳しくは区

のホームページで）

ところで、高齢者も障害者のいずれも、社会参加や外

出の重要性が強調されています。障がい者プランでは、

交通機関等への利用支援（タクシー券、コミュニティバ

スの運賃補助など）も施策であがっています。しかし、

町屋さくらの廃止の検証は何もありません。一方、高齢

者については、社会参加や外出の重要性が言われていま

すが、移動への支援が皆無です。町屋さくら廃止などな

かったかのようなプランは、重大な欠陥プランです。

認
知
症
の
人
は
２
０
２
５
年

に
は
65
歳
以
上
の
５
人
に
1
人
、

荒
川
区
で
１
万
人
と
の
推
計
で
、

誰
も
が
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
認
知
症
基
本
法
」
の
基
本
理

念
を
荒
川
区
で
ど
う
具
体
化
し

て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
（
左
囲
み
）
。

保
険
福
祉
の
公
的
サ
ー
ビ
ス

の
大
幅
な
拡
充
、
医
療
・
保
健

・
福
祉
の
連
携
体
制
の
構
築
、

そ
し
て
若
年
性
認
知
症
の
人
へ

の
就
労
や
子
ど
も
へ
の
支
援
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
、
地

域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
介
護
施
設
の
計
画

的
増
設
な
ど
の
基
盤
整
備
を
進

め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

「共生社会の実現を推進するため
の認知症基本法」の基本理念
①基本的人権を持つ個人として、自分の

意思で生活できるようにすること

②正しい理解を国民に広めていくこと

③地域で安心して自立した生活・意見表

明権や社会活動の参加を確保し、個性や

能力を十分発揮できるようにすること

④意向を十分尊重しつつ、良質で適切な

保健医療サービス、福祉サービスが切れ

目なく提供されること

⑤家族等に適切な支援を行い、地域で安

心して暮らせるようにすること

⑥研究の推進、認知症の予防、診断、治

療、リハビリ、介護方法に関する研究の

成果の周知・利用

⑦教育、地域作り、雇用、保

険、医療、福祉等の連携した

取組みを進めていくこと



賃
金
が
上
が
ら
ず
物

価
だ
け
上
が
る
日
本
。

一
方
で
富
の
偏
在
が
進

ん
で
い
ま
す
。
賃
上
げ
、

社
会
保
障
の
充
実
こ
そ

経
済
建
直
し
の
道
で
す
。

政府は、住民税非課税世帯に７万円給付金を含む総合経

済対策が閣議決定し、各自治体に必要経費の予算化を求め

る通知が出されました。

荒川区も「国会での補正予算成立を視野に」11月28日の

本会議に関連する補正予算を上程、即日総務企画委員会を

開催して審議を行いました。日本共産党区議団は、①非課

税世帯に加えて均等割のみ世帯にも7万円を支給する。②特

別支援学校通学者121名の給食費補助を４月から実施するた

め補正予算の修正案を提案しました。財源は国から東京都

を経由して下りる都支出

金と荒川区財政調整基金

繰入金です。補正予算額

は修正後、約3700万円少

なくなります。総務企画

委員会の質疑では、他会

派の委員から「非課世帯

への上乗せなら事務費が

増えない」「国が対策を

検討しているので不公平

になる」などの意見がだ

され、残念ながら反対多

数で否決になりました。

荒
川
区
内
も
ワ
ン
ル
ー
ム
も

含
め
、
新
し
い
共
同
住
宅
が
増

え
て
い
ま
す
。
打
も
が
安
心
し

て
、
気
持
ち
よ
く
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
住
環
境
や
地
域

の
環
境
整
備
を
す
す
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

「
近
所
の
ゴ
ミ
出
し
の
マ
ナ
ー

が
悪
く
困
っ
て
い
ま
す
」
「
ゴ

ミ
収
集
車
が
着
た
後
に
出
す
方

も
い
て
、
カ
ラ
ス
な
ど
が
散
ら

か
し
て
毎
回
、
私
た
ち
が
掃
除

を
し
て
い
ま
す
」
な
ど
の
声
が

届
い
て
い
ま
す
。

荒
川
区
は
廃
棄
物
処
理
や
住

環
境
整
備
の
条
例
で
共
同
住
宅

15
戸
以
上
の
場
合
は
、
敷
地
内

に
専
用
集
積
場
の
設
置
を
義
務

付
け
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
下

は
対
象
外
で
す
。

自
転
車
駐

輪
の
整
備
条

例
も
同
様
で
、

ス
ペ
ー
ス
が

な
い
と
公
道

に
置
か
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

『
居
住
者
と
近
隣
住
民
の
た

め
に
荒
川
区
の
ル
ー
ル
を
見
直

し
て
ゴ
ミ
ス
ト
ッ
カ
ー
の
設
置

や
駐
輪
確
保
の
対
策
の
強
化
』

を
求
め
ま
し
た
。

区
は
答
弁
で
「
総
戸
数
６
戸

以
上
の
共
同
住
宅
に
廃
棄
物
集

積
所
・
戸
数
の
１
０
０
％
の
駐

輪
施
設
・
緊
急
時
の
連
絡
先
表

示
板
設
置
を
指
導
。
近
隣
区
で

も
一
番
厳
し
い
。
」
な
ど
と
現

状
の
の
ま
ま
…
「
荒
川
区
市
街

地
整
備
指
導
要
綱
」
で
の
協
力

を
求
め
る
と
答
え
ま
し
た
、

し
か
し
強
制
力
は
な
く
、
や

は
り
条
例
改
正
で
書
き
込
み
こ

と
で
区
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
健
診
で
異
常
が
見
つ
か

る
と
、
専
門
医
の
受
診
を
「
勧

告
」
さ
れ
ま
す
。
18
歳
ま
で
の

医
療
費
は
無
料
な
の
で
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
は
経
済
的
負
担
な

く
受
診
、
治
療
で
き
ま
す
。
た

だ
「
咬
合
異
常
」
歯
並
び
な
ど

を
指
摘
さ
れ
る
と
、
治
療
に
は

保
険
適
用
外
の
「
歯
科
矯
正
」

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
由
診
療
で
治
療
費
は
、
高
額

に
な
る
こ
と
も
あ
り
経
済
的
に

治
療
を
た
め
ら
う
方
も
い
ま
す
。

健
診
で
指
摘
さ
れ
て
も
治
療

で
き
な
い
と
は
、
お
か
し
な
話

で
す
。
か
み
合
わ
せ
は
歯
の
健

康
長
寿
に
つ
な
が
り
ま
す
。

学
校
歯
科
検
診

で
指
摘
さ
れ
て
た

咬
合
異
常
は
小
児

歯
科
矯
正
を
保
険

適
用
と
す
る
こ
と

を
、
荒
川
区
と
し
て
国
に
求
め

る
と
と
も
に
、
ま
ず
区
の
費
用

助
成
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
「
現
時
点
に
お
い
て

保
険
適
用
の
拡
充
を
国
に
求
め

る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
独
自
費
用
助
成
の

予
定
は
な
い
。
」
と
の
答
弁
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
や

将
来
に
も
関
わ
る
大
事
な
問
題

で
あ
り
、
引
き
続
き
求
め
て
い

き
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
な
ど

公
共
施
設
の
協
力
金
を

日
暮
里
地
域
は
区
が
主
導
す

る
三
河
島
・
西
日
暮
里
駅
前
再

開
発
で
１
７
６
０
戸
、
旧
コ
カ

・
コ
ー
ラ
跡
地
に
は
13
階
建
て

３
０
４
戸
の
住
宅
が
増
え
ま
す
。

江
東
区
は
世
帯
用
30
戸
以
上
に

は
一
戸
当
た
り
１
２
５
万
円
の

公
共
施
設
対
策
協
力
金
を
求
め

て
い
ま
す
。
本
会
議
で
質
し
ま

し
た
が
『
協
力
金
納
付
は
マ
ン

シ
ョ
ン
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る

の
で
１
９
９
１
年
10
月
に
廃
止
。

更
な
る
規
制
は
考
え
て
い
な
い
』

と
答
弁
し
ま
し
た
。

学校が今でも大

変！教室不足の

加速が懸念され

ます

日本共産党区議団

補正予算の修正案

〇住民税非課税世帯

一世帯７万円支給

〇住民税均等割のみ世帯

一世帯７万円支給

〇特別支援学校児童生徒

学校給食費補助

荒川区の補正予算原案

〇住民税非課税世帯

一世帯７万円に１万円を

プラスして８万円を支給


